
碓の内鮭と蓋底の欒形量（第3報）  

（繕詔時報第23雀第4号に発表のもの）  

雄  

は し が き  

筆者は前に第1報（1）に於て3り7と301の閂礪の賛成について、第2報（2）に於ては楕円1号繕の譜  

について蛇の目型式と獄内鷹による変形量との関係ノ室0他につき測‘ノ宣し、其の結果を発表して置い  

た。川口武男氏（3ノは401の言について測定してゐる。更に筆者は各種の重量（又は厚さ）を有する  

円躍の葦鷹401、307、301、及び211について昭和】ニう年に測克を終り、動こ続いてGl13の蕎底につい  

ても測定して一括報告する心算で其の饉にして磋いた処、種々の事情に妨げられ遽に今日に至るも  

603について測定するの機会がなく、仰3につ1）へて測定のための大型装置まで準備して置いたが、年  

月の経過と共にそれ等の装置は何時とはなしに分解逸敬して了って、今日に至ってはバ03について  

の測定は殆んど覚束なくなった篤と、東洋製緑林式会祀取締役和附孝一一氏の御罷憑もあり、鼓に→  

先づ測定を完了した401、307、31）1、及び2］1の葦底について得た結果′ぞけを二晩曙め一勝報告して置  

きたいと．且ふ。本試験結果よりして（；03の蕎底が蛇の目膨蝦をなして後に於ける郡カー変形量曲線  

を予想する事が出釆ると考へるが、若しも機会を枯れば6n3についての測）邑をたしてそれを盲湛め、  

本研究の完璧を期したいものと考・＼てゐる。  

〔307蓋底〕  〔40】蓋底〕  
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〔211蓋底〕  〔301砦底〕  

試 験 資 料   

本試験に使用した葛底の蛇の目は、測定つ当時の襲来洋  

異躍株式会配に於て搾用1ノてゐた型式かものぞけについて  

である○鉾力鋏は日本製鉄株式会計の矧指を使用し′た。侍  

ほ各樫の蕎底につ．、ての測定結果記載の冒頭に於て更にそ  

れ等の検品についての説明を附記することとする。  

賓 駈 の 部   

第1 測定装置と測定寸法  

第1接し1，に記載の装選とカ法とを採用した。   

第2 測定の結果   

（A）ヰOlの蓋底についての測定結果   

′紬1の君底の旗作に使用される襟準ブリキ板の厚さは100  

第 一 図  

封瑳であるから、葦底1枚当りの重畳にして23・6瓦に相当する。本式払にはl梗当り重量27．5瓦、  

23・】瓦、2l・重瓦、及び1ミI・S瓦の4種糞を検品として使用した。因み・に119封犀ブリキ板より得らる  

ペき蕎底の蔓量は計算上1枚当り26・4瓦に相当し、鋪封度ブリキ板より得らるべき蕎底の責量は1  

赦当り20瓦に相当する○  
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●  

第1表（a）27・5瓦の告成についての測定頗頂（5阿測定平均倍果〕  

容  額  尼襲度1（〕吋の   

減圧となした  
時の容顎（耗）  

．圧  力   

r封度／平方吋）  

圧力を去った   

時の容簡（傭）  
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第皇 表（り 23・1瓦の慧底についての測定緯果（叩I測定平均嘩晃）  

〔準〕此の麓畳の砦底に放ては棟内圧が30封庶／平方吋に浸すると巻締の硯部が第〕図の如く上方にめくり  

上げられる  
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第 5 表（り 21．4瓦の苦慮についての測定繚果（5回測定卒均結果）  

〔謹〕此の蔑螢の茸底に於ては鰭内圧が26封虔／平方吋に達すると、歩1図に示した如き巻締頚部のめくり  

上りが始まり、28野庭／平方吋に達して完全にめくり上げられる0  

第 4 表（d）19・8瓦の蕊底についての測定緒果（5回測定平均結果）   

一書  

’苛   

〔註〕此の魯真の豊底に於ては棟内圧が22封度／平方吋に達した毎に癖が上方にめくp上げられる。  

以上測定の結果をグラフに示すと、第2図A、玉、C及びDの如くである。図に於て横軸には最  

初加へた絆内厘をとり、携軸には変形量態とった。  
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【謹】図中a鳳鰍甘樺内に圧力を加へた際に於ける蓋底の変形量を各加圧力に対して作図したものである。  

図中b曲執は棟内の圧力を去った後に放ける変形童を先に加へた各圧力に対して作図したものであ  

る0図中c曲線は堆内の圧力を去り次に碓内を10吋の減圧となした際に於ける変形畳を最初に加へた  

各圧力に対して件図したものである。図申d曲線は攻で構内を15吋の減圧となした隙に於ける変形量  

を最初に加へた各圧力に対して作図Lたものでちる。国中e蹄線は稚内の圧力を去り次に培内を15吋  

の減圧となし更に常圧に疾した筏に放ける変形畳を最初加へた各圧力に対して作図したものである。   

ナ  

＿
 
 



【巨】図中a’冊親は横内に圧力を加へた際に′除ける蓋底の嬰照慮を各加圧カに対Lて作図したものである。  

図中b撞Ⅰ線は稀内の圧力を去った後に於ける変形景を先に加へた各圧力に対して作図したものであ  

る。図巾cけ巨鯨ほ鰭内の圧力を去り次に鰭向を10吋の減圧となした襟に於ける卦モ㌢塗を最初に加へた  

各圧力に対して作図したものである。図中dⅦ線は衣で構内を15吋の減圧となした弊に於ける変形景  

を最初に加へた各匠カに対して作図したものである。図巾e阻秘は樺内の圧力を去り次に確内を15吋  
今  

の減圧となし更に常圧に虚した後に放ける変形夏を最初加｝ヾた各圧力に対して作図した一ものである。  

測定結果の要約と考察  
－   

（り 鮒1の苦境についこ1敏当り重量2ア．5瓦、23・1瓦、21．4瓦及びユ9・8瓦の4夜襲を資料とし  

て瞳幻内邸と叢底の変形量との関係に関し渕走した。  

（2）紹和こ蜃力を加へた際に於ける苦床の驚ける変形畳と各願力との間に於ける閏鼠即ち間中  

のa曲線について凡そ歩：の様な事が云へる。  

j．   

（イ）2ア．5瓦－19．S瓦の範寓内の寄席に  

於ては隊内の圧力がG－－S封虞／平方叩程度  

に接すると、ま底に刻んだj蛇の目の作用に  

よって発熱；急激な変形をする。そして擢内  

鷹が此の点以上に達して後は、綻内よわ朽  

第 5 表  

蓋嘩の忍蟄二瓦）l巻稀釈態に破綻を惹起する圧力  

2 2 封 鹿／平 方 吋  

2 6 封 髭／平 方 吋  

3 0 封 度／平 方 吋  
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測定の範囲内に於て†よ之を認めず  

＿l力を去った後に於ても細管な残留歪を残す  

様になる。  ■  

（1コ）それよりaなる埜カー変形曲線が備に攣他Lた線を描いて願力の増加と共に上昇してゐる  

が、加堅塁力が或限界を越えて大になると、令姉の頸部が春寒凝らぼ紹胴内壁面に額接Lてあるべ  

きものが、めくりあげられて擢胴内壁商より離れて膨れ上り葦魔の膨脹度が其のために急に大にな  

り、a曲紘が上方へ急昇して轡曲する。そしてこの種な省締部分の破綻を惹起させる躇内蜃は、軽  

量の（又は薄い）案底になる程小さい事搾勿静である。   

各榎重量の葦底に於て第1同の様な雀紆頸部の分瀞膨脹老若起した絆内蜃は第5表の通りであ  

る0  

（ハ）以上の様な巻師部分の破綻を惹起  

する状態の生起、及び其の蒐騙をなす前兆  

とも見徹してよい（一曲練の急折上昇の状況  

より判断して、各重畳の蔑底に加へらるべ  

き植の内奥を次の限界内に制限せらるべき  

ものと考へる。そして之を一言にして遺せ  

第 6 表  

蓋底の竃畳†限界鰐内圧（封鹿／平方吋）  
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1り．8 瓦  

2 l．4 瓦  

2 3．】，瓦  

2 7． 5：瓦  

ぼ、悪魔の膨脹変形畳が大体に於て60韓以上となら亀程度に緒内燃を制限すべきである0（第六表  

参照）  

（ニ）前項に於て各重畳の‥琵底に対する限界内壁なるものについて述べたが、悪魔が蛇の目によ  

る突然亘大変形を起して後、この限界内壁までの各加堅蜃力に應ずる苦慮の変形畳について得た測  

定数値より平均渡によ射堅力と変形畳との関係を示す次の如き式を得た。（第七表参照）  

－112－ 



■‾ 一▼一 ：｝  

Ⅴ＝a－トbpなる形の式に於  

て4軽輩琵の篭底に於けるaな  

る鑓数は略々等しレ数値を示  

してゐる。これ等を平均する   

と乱と21．8となるo   

bなる定数は苦慮の重畳と  

第き図の如き関係のあること  

が見られる。  

第7衷  

〔注〕但しⅤ＝欒ヲ統監（耗）P＝健内圧  

（ホ）以上記載の関係並に第1報〔1）及び第2報（ヨ）匠放て見た桝の測定結果等よりして、筆者は  

次の 

等質の鋼材を使用し、略々相等しい動地埋並に倦榔勺処理を経て塊作せられた略々同等の物潮勺  

性質を有する鉾力鋏を以て製作した悪魔に於ては、蛇の目膨張を起して彼の魔力一変僻地線Ⅴ≒a  

＋bpの絶対項aは、萎魔の裡と蛇の目の型式によって淀まる定数であり、克数bの数値酎司径の  

葦底に於ては薫魔の重畳又は厚さに関擁して決まる定数である○   

＝）驚底は蛇の目膨脹を起す近く造成晴々弾性変形をなすが、 それ以上忙円嘩が増加すると－可  

も  

成の可塑性黍滞毯件ふことb曲線に見  

らるる通りである。比較的薄い書厳に  

於ては以上の様な可塑性変形を伴ふに  

至る堅カが比較的低いぼかりで良く、  

それ迄の軋園内の円盤の適用によって  

樋く僅かな食め変形を残す傾向を有し  

てゐる0  

（り 緒内の歴力を去り、次に緒内  

、ん匂 ′動 ／毎 ／ク○ ／匹 ヱ座  

せ・二鼓催（＝・〕   

第 8 表  

ヱプβ ヱわ を10叶の城壁とした際に於鱒る変形畳  

と故初に加へた各蜃力との関係を示す  

¢曲線が急に斬れて上昇する点とe曲  

線と交叉する点を調べて見ると第8表  

の通りであって、縫内塵の適用上考慮  

さるべき点であらうと考へられる0  

（B）訓7の蓋底についての測定  

結果  ．   

30アの寄底の袈作に使用される棟準ブリキ板の厚さはリ5封度であるから、∋蓄蔵1教当りの重量に  

して16∴7瓦に相当する。本試験にはj傲当り重畳20．1瓦、1ア．2瓦、16．5瓦、15，2瓦、・及び14・5瓦の  

5種類を偵詣として使用した。因み把112■封度ブリキ板より縛らるべ奮発底1枚の棲嘩重畳は19・8  

瓦であり80封虔ブリキ板より得らるべき篭底1故の療準重畳ほ14．2瓦である0  
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〔第9表〔a）20．1瓦の豊底についての測定結果、5恒I測定平均結果）  

ご
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〔第用表〕（b）17．2瓦の農産についての測定結果（空値I測定平均）  
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〔集11轟〕（¢）16．5瓦の蓋底につい－亡の測史冷泉（5匝1測定卒均）  

’
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〔弟12表〕（d）15．2瓦の蓋底についての測定府県（5匝l判定平均さ  

圧  力  容  額  圧力を去った  厳重度10吋の  
減圧となした  

〔野庭／平方吋）   〔］掩）   時の容積（】粍）   

0   0．0  

2   1．1   0．u   －2．7   －4．3   －0．3   

4   ●2．0   －0．3   －3．1   －4．3   －0．3   

6   3．8   －0．2   －2．9   ーー4．3   －0．3 

8   21．1   2．0   －1．6   －3．8   0．5   

10   22．2   13．】．   －1．7   －3．8   0．7   

12   23．6   15．2   －1．4   －3．7   0．9   

14   25．4   17．4   －0．9   －3．4   1．3   

16   27．1   19．3   －0．3   －2．9   1．7   

1と‡   29．1   21．8   J．6   －2．3   2．6   

20   31．2   24．0   2．0   －1．1   3．9   

22   33．9   27．0   3．9   1．1 5．9   

24   37．1 30．4   18．7   ．1   8．3   

26   40．1   33．6   ′   30．9   7．0   】，1．5   

28   43．8   37，5   35．3   10．2   14．3   

30   47．8   41．5   39．6   38．1   4．0．3   
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〔第椅表〕（0）14・5瓦の蓋底についての潮定結果（5同湖定平均）   

J
 
 

j
 
 

〔謹〕稚内庄が28封度／平方吋に達すると巻締頚部が透くり上げられる傾向を生じ、30封度／平方吋に達して  

完全にめくり上げられた。  

以上の測足数値をグラフにすると第ヰ珂A、お、U、け及び且の如くである。図に於て横軸には  

能動加へた緒円蜃をとり縦軸には変形畳をとった。   

叉国中のa、b，U、d及びe曲錬について説明すべ尊事は第2図に対する説明と同棲である。  
■  

測定結果の要約と考察  

（り 80アの蓋底について1枚当り重畳1一重・5瓦、15・2瓦、1G・5瓦、17・2卑及び20．1瓦の5磯妄  

資料として胎の内壁と篭底の変形量との開拓について測走した。  

（2）膝内に鷹力を加へた際に於ける葦底の受ける変形畳と各堕力との間に於ける開鼠如ち国  

中に於ける呵独挽串ついて凡そ次の事が云へる。  

（り14・5瓦－20‥L瓦の範軸内の307の苦境に於ては  

絶内の鷹力が（i－10封度／■平方吋以上となる時、資産に  

刻んだ蛇の目の作用によって突然急激な宜大変形をす  

る○莞底の変形は此の′点附近道は略々野性変形をなし幡  

円の魔力を去って後に歪を鱒すことがない（但L薄い謹  

底に於て僅に負の変膨を残す傾向あり）。突然玉大変形  

臣起して後には可成甲可塑性変形を件ふ棟になり、繕内  

の蛮力を去って後にも図中のb曲線佗よって示される如  

くに歪を後に残す。   
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（ロ）繰内寒が或限界   

を超えて高められる時に  

厚みの薄い篭底に於て   

は、401の薫底に於て見  

上たと柑枝な巻締頸部のめ   

くり上り現象を生ず。即   

ち14．5瓦の苦慮に於ては  

2き封度／平方吋の内壁に  

達してよ り此の現象を  

生じ始める。この夜な現  

象並に10吋展墓度曲線¢  

の急統上昇現象等より－し   

て、此の樫の葦底に加へ   

らるべき随内壁の限雛  

i擢円塵によって生ずる変  

形畳が時掩以上とならぎ   

る程度に置かるペきもの   

であると考へる。射ち各  

珍問臥8  

如ア，叩～見終  

ハ／＜  

占d  

藤5七  

聯お  

倦み  

義元 ヽノ  
／∂  

β  

壕
新
奇
（
汲
）
 
 

主三三     」  
¢4β／Zノ占ズロガ串   サβ‾・－ 

ノ 

圧力呵抒／紳rノ．  舟カ（揖縁／乎約n  ■
モ
 
 

％
 
毎
 
あ
 
ぁ
 
ル
 
 

膚
剥
膚
ズ
碧
 
 
 

♂ イ β／ヱ／占ヱ∂一蚕～β  

畝射野尭／駒村）  

β 4 ∂ ノヱ／‘カき埠～β   

釘甲封登／抑壱わ  

重畳の讃底濫対する限界j道内墜は以下の如く定めらるるが安全  

である（第1囁参照）。  

（ハ）各普魔の蛇の目による奨然的玉大変形を超して彼の墜  

カー変形曲線につき限界緒内墜を（ロ）に記載の如く定め⊂平  

均法により式を求めると第15真の如きものが得られる。   

以上のⅤ≧a＋bpなる形の式に於けるaなる絶対項の数値は  

晴々相等しく、其の平均値は12．8％に相当する。   

足数bの数値と葦魔の重量差又は重量比とは略々一直線の関  

係にあること第5図a、bによつ⊂明かである。  

（ニ）以上の関係よわ  

壕
崩
孝
ハ
触
）
 
 

や
 
 

〃 ≠ β ノ2 ノ‘Zク』巨細  

肩ガ欄慨ル訂所・  

第15表  ・  

声  

しこ等質の鋼材を使用し  

て同等の熱処理並に機械  

的処理を寝て製作せられ  

た略々同等の物理的性質  

を有する鉾力板を以て襲  

作した葦底にあっては、  

蛇の目膨脹に関しての   

14．．5   0．n  

告底の意量（瓦）r凍塵の差（瓦〕恒の比   ．圧力一変形曲線の式  
l．00   Ⅴ＝12．4十1，004・p   

15．2   0．7  1．05   Ⅴ＝13．1＋0，903p   

1¢．5   2．0  1．14   Ⅴ＝］．2．1十0，931p   

17．2   2．7   11．19   Ⅴ≧12．3＋0，812p   

20．1 

5・611■39   
Ⅴ己13．2＋0，558p   
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♂す β・‘ β・7 β・β 叩  ノβ ノ／  

4′・教壇（亡・り  

を
庭
ノ
官
尊
鼻
 
 け 或る 玖7  a8  叩 ／・ク   ′／  

名ノ凰砲・（‥・）   

「鷹カー変形」曲線Ⅴ＝aトbpに於ける絶対項aは悪魔の程と蛇の目の型式によって定まる発数で  

あり、，bは同型の苦境に放て重畳又は厚さに関係しこ決まる朗の足数と考へられること軋他の繹  
t  

の苦底に於けると同棲である。  

（ホ）蛇の目膨脹による変形を始めて筏には可成り可塑性変ノ診を伴ふことは第4図の各グラフに  

こ明かな所であるが、倍ほ去蜃後胎内を10－ほ吋に減摩した後に於ても其の影響が若干残る。可塑  

性変形を件ふに至る紹内塞の大さは蓋魔の厚さを増すに従つ⊂増大し、変形の程度や減少すること  

牲他榎の蓄底に於げると同棲であるD  

（e）：聞1め蓋底についての測定結具 

301の著魔の旗作に使用される榛準ブリキ板の厚さは9汚封度であるから、蓋底1故当りの重畳に  

して13・6瓦に相当する0本試験には1故当重畳12・4瓦、J．3．4瓦、14．4瓦、16．ア瓦及び17．4瓦の5  

－－11‡i－  

J   



種類を検品としこ使用した。因みに112封度ブリキ板にて襲作の悪魔の1倣当棲準重畳は16．1瓦で  

あり、85封度ブリキ板に亡異作し苦境の▼l救当擦準重畳は12．2瓦である。  

第16表（a）12．4・瓦の豊底についての測定緒泉（5回測定平均）  

′
 
 
．
 
 
 

ー  

第け表 ひ）13．4瓦の蓋底についての測定緒果（5匝l測定平均）  
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り
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：  亡ニ≡≡≡＿  

妨柑表（¢）14．4瓦の点底についての測定薦果（5回測定平均）  

ニ
 
 

㌧
■
 

l
 
 

第19表（d）16．7瓦の蓋底についての測定結果（5匝l測定平均）  
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■
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第20表（e）17．4・瓦の霊威についての測定枯泉（5回測定平均）  

一
一
ヽ
 
 

■
二
 
 
 

以上申渕畢数値をグラフにすると第6囲A、臥 q、p及びEの如くである0図に於て横軸紅は  

最初加へた繕内蜃をとり縦軸には変形量をとった。叉珂中のa、ち、ぐ、d及びe曲線紅ついて説明  

すべきことは第2図に対する説明と同様である0  

測定結果の要約と考察  

（「〉 301の苦慮について1故当り重畳］・2・4瓦、18・4瓦、14・4瓦、】一6・7瓦及び17■4瓦の5種類を  

資料として、膵の内贋と葛尾の変形量との関係について測定した0  

（2）姥円に鷹力を加へた際に於ける鳶魔の受ける変形量と各願力との聞に放ける関係、即ち図  

中に於けるa曲線について凡そ次の事が云へる0  

（り12．4瓦－17．4瓦の範囲内の301の貰底に於ては．陵内の鷹力が10封虞／平方吋－16封虞／平  

方吋以上となると葛尾匿刻んだ蛇の目の作用によって突然急激な玉大変形をする。葦魔の変形は此  

の点附近道は野性変形をなし鰭内の魔力を去って後に歪を止める壬とはないが、突然盲犬変形を起  

して後には可成りの可塑性変形を件ひ、膵閏の鷹力を去って後も国中b曲線によって示される如く  

に歪を後に残す。  

（ロ）通用の躍内部が30封虞／平方吋以円の測定に於ては401及び307の蕎虞に於て見られた如き  

巷締頸部がめくり 

（ハ）各苦魔の蛇の目による突然的巨大変形を超して後願力一変形曲線については平均法により  

次の如き式を得た（第21表参照）。   

以上のⅤ＝乱十bpなる形の式に於けるa怒る絶対項の数値は略々相等しく其の平均値蜂8・5に相  

当する0  
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bの数値と葦原の重量  

葺又は重量，比との闇に略  

々直線申開係の存在する  

ことは第ア囲乱及びbに  

見られる通りである。  

（三）以上の事柄から  

し七等質の鋼材を使用し  

て同等の熱処理並庇機械  

的処理を経て袈作せられ  

た略々同等の物理的性質  

を有する鍔力板を以て襲  

作した苦底紅あっては、  

蛇の目膨脹に関しての「  

願力一変形」曲緑Ⅴ＝a  

十bpに於ける絶対項a  

は苦慮の繹主蛇の目の型  
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¢ 4 8 ノ～ ノ占∠b為上記仁発  

声－カ（畔肇／疇塔吋〕  

式によって定まる朋の定  

数であり、bは何程の苦慮に於て葦床の重畳又は厚さに関係し  

て定まる所の定数であると考へられる事は、この樫の蔑魔の試  

験に於ても感ずる所である。   

（ホ）蛇の目膨脹による変形を始めて後には可成の可塑性変  

形を伴ふことは第6図の各グラフで明かな朗であるが、倍ほ去  

鷹後推内を10－15吋の滅歴としても其の影響が後に残るもので  

ある事も各グラフに於て見ることが出来る。そして可塑性変形  

を伴ふに至る躇再麒の大さは蔑底の厚さを増すに従って檜大し   

断個且  
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■  

専一  

♂．ちク ∂lヨ〟 β・∂g ∂・郎 クー鮎 a卯  
▼′  

名ノ瑠を胞（叫   

■  

変形の程度が減少する0   

（D）211の雲底につい亡の測定結果   

211の蔑底の製作に使用される楔準ブリキ板の厚一さは85封度であるから葦底1救当重畳は9・9串瓦  

となる訳であるが、本試験には1枚当重畳18．6瓦、12．3瓦、11・5瓦及び9・6瓦の4檻類を鱒用し  

た0  

第21表   

●  

〔喜主〕Ⅴ＝変形最、P＝健内圧  
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第か表（a）9・6瓦の蓋底についての測定痴呆（5固測定平均）  

第幻表（b）11．5瓦の蓋底についての測定籍具（5何測定平均）  
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第24表〔c）12．3瓦の藍底についての測定結果（5恒†測定卒均）  
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第25表（d）13・5瓦蓋底についでの測定潮来（5回測定平均）  
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・－▲二   

以上の測違数値をグラフにすると第8図A、▼lj、じ及び1）の如くである。図に於て横軸にほ俊初  

加へた絵内鷹をとり縦軸には変形畳をとった。叉田中a．b、（－、d及びe曲線について説明すべき  

ことは第2図に対する説明と同棲であるから玄に滞記することを省略する0  
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♂ 4 g／ヱ／J2β フ〟フ月 ヲ2  
舟ガ（封雁／跨がわ  

∂ 〃 β／～ノム．加ヱ〟ブぷヲ～  
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壕
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沓
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（
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）
 
 

ク  

∂ 々 β 〟．〟カブ〟お先   

仔カー（常客々か㌢－  
辞カ（身程々方暗）  

測定結果の凛約と考察  

（1）211の蕎底について1枚当り重畳9・6瓦、11．5瓦、】2．き瓦及び】．3．5瓦の4産額を資料とし  

て繕の内壁と葦底の変形量との関係について測発した。  ヽ  

（2）椎田に墜力を加へた際に於ける蕎魔の受ける変形曇と各願力との問に於ける関係、即ち国  

中に於ける乱曲線について凡そ≡次の様な事が云へる。  

（イ）9・6瓦－】3・5瓦の範囲内甲211  

の薫底に於ては、障円の蜃力が10封  

虞ノ／平方呵－16封虔／平方吋以上になる  

と苦慮に刻んだ蛇の目の作用によって  

突然急激な盲犬変形をする。慧底の変  

形は此の点附壁迄は弾性変形をなす  

が、突然玉大変形を起して後は或程度  

の可塑性変形を件ひ、段内の覿力を去  

って後にもb曲線に見るが如き歪を残   

〔第26表〕  

指主〕Ⅴ≧変形盈（咤）P＝碓内圧  
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常する。  

（ロ）適用の緒内部が3P封度ノ平方吋以内ならばこむ符の発席に於ては4仰の護席に於て見た奄締  

頸部がめくり上げられるが如き熱度の変形を件ほなかった。  

（ノ、）各苦慮の蛇の目による突然的長大変形を起して後の暦カー変形曲蘭湛ついては平均法によ  

り第郎表に示すが如き式を得た。   

以上のⅤ＝a＋bpなる形の式に於⊂壬tなる絶対項の数帖は略々利等しく其の平均脚ま8．9に租当  

する。  

‥棄民の重量比とb定数の数   

依との関係をグテフにすると   

第9図の如くである。   

（■ニ）等質の鋼材を使用し   

こ同等の熱処理並に横車蝉勺処  

珊凌塵て鱒作せられた略々同  

等の物理的性質を有する鉾力  

板を以て製作せられ良書底に   

かつこは、蛇の別珍駐に閲し   

ひか「邸カー変形」曲線Ⅴ三  

●a十bpに於ける繹対項aは寄  

席の待と蛇の目の型式によつ   

こ淀まる桝の定数でありbは  

同種の寄席に於こ苦虞の重畳  

又は厚さに関係し⊂快速され  
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叫㌢ ㍍g ‘撒：畑砧● 頑ク J御  

ゼノ‾教服（Cふ）  

る．研の定数であると考へられる事は菩の何の葦底の試験に於ても感する桝である。  

（ホ）蛇の目膨脹による変形を始めて後把は可成の可塑性変形を件ふことは第8珂の各グラフで  

明かな何であるが、倍ほ黄塵後繕内を川一柑吋の減鷹にしても其の影轡が後に残るものであること  

・も各グラフに於こ見ることが出来る。そしこ可塑性変形を件ふに至る構内贋の大さは、葦底の厚さ  

の喝すに経つこ増大し変形の程度が減少する。  

常 吉 絶   海   

（り 401、30ア、80】及び2＝の一驚底庭つレ、こ各種の重量の篭虞を材料として線内確と護摩の変  

「●■  

形畳について測足した。  

（2）濯円の魔力を次第に高めると或限界  

黙力ま．では略々郵性変形をなすが、この限界  

を超えると可成の可塑性変形を件ふ様にな  

る0此の限界魔力は大体に於こ鷲尾に亥けんだ  

蛇の目の作用によって突然的に玉大変形をな  

〔第27表ゴ  
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す点に近く精々それよりも低い。そして繕の内部を去り攻に措内を】0－1呵‘の減歴となしても上の  

可塑性変形の影響が観る。．  

（5）瞳の讃底が蛇の目膨脹をなして後に於ける繕内壁と変形畳との関掛ま此の試験に使用した  

如き型式の蛇の目ある驚野草ては或限界内忙於ては大体Ⅴ＝≡a＋bpなる式を以て表わす専が出解  

る（Ⅴ三変形畳（耗）P三内圧〕。  

（▼り Ⅴ＝a＋bpなる式に於て等質の鋼材より待た等しい物規約隆質包有するブリキ板を材料と  

しこ袈作された蔑見に於ては孔なる応対項は略々等しい様な蛇の目を刻んだ葦底にあつ七臥苦慮  

の繹によつ・亡定ま．る克数であることを知った。即ち第jO図の如く、雨着の関係は略々一濱線をな  

す。  

（5）bなる定数は等繹、等蛇の目の  

蕎虞に於ては苦慮の重量又は厚さに関係  

して決まる定数であることを知った0  

（G）叉、等厚のブリキ板を以て輿作  

した異繹の苦慮間に於てbの数値は葛尾  

の樫と第11図の様な関係が見られる。即  

ちbの対数と蕎虞の経とは一直線の関係  

にある0  

（7）401り如き大形の霊威に於てほ  

其の受けるべき緒円座に特に注意すべき  

である。401の葦底に於ては其の変形畳  

鼻ヤ 軌魯藤墟棚減偽  

∴叫  t■7  
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ク   ／∂   Z∂   ヲβ が6囁8・e・以上となる様な円蜃が腰内に  

発生することを忌むべきである。こ¢限  

界を超えて大なる内密が作用する場合堰  

は残層歪を過度に増大するばかりでなく、容  

締頚部が上方へめくり上げられる様なものが  

出釆、巻締密封の機能が破壌さオtる様にな  

る。其の点に関して各種の薫底についての願  

力一変形真の関係を措いたグラフ中の（一曲紘  

が突然斬れて急上昇し始める円転の親さが注  

目さるべきである。30アの蓄蔵に於ては葦底  

の変形量が35咤e・¢・以上となるが如き強い円  

厘の発生に対－しては管戎さるべきである。   

久′教燵（地）  

〔第、28黄〕  

●ホ   

〔註〕※ 第3図、欝5囲、欝7図及び葬り図よら  

100封度ブウキ故に碓聾の恵二蚤の蓋底に対す  

るものを求めた。  

これ等め瞥城内塵を施過する恐ある場合にほ、臓器袈邁工程上加寒冷却又は更に進んでは加墜加  

熱並に加蜃冷却方式を採用するか、其の他便宜の方法に杓って辟の門外華美を制限する事が失敗な  

吾軽罪め異遭上大切な事項である。  
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（柏木邦に放て一般に使用せらる繕の殺菌  

加熱申に受ける給田塵についこ蜂、蕎底に刻ん  

創時の目に相違なき限り叉併用ブリキ板の物理  

的性質に大きな相接なき限り、本測定結果より  

求めらるる数値とニC加mbellan氏等の式（1，4）  

とを使用することによって略々近似的に計算忙  

よって知ることが出奔る。  
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